
富谷市民図書館等複合施設　市民ワークショップ  

第1回　キックオフ回

グループワーク
受付時に選んでいただいたお菓子でグループ分けを行い、6グループに分かれて話し合
いを進めました。複合施設で「どう過ごしたいか」「どんな使い方ができるか」「複合施設
に期待すること」をテーマに意見交換を行いました。

設計案の説明
設計チームの紹介とプロポーザル
選定案の説明を行いました。富谷交
流と学びの広場を中心とし、公民館
と一体となった計画案について説
明し、JVチームが過去に設計した図
書館事例について紹介しました。

高校生からお年寄りまで幅広い年齢の方に参加していただき、和やかな雰囲
気でワークショップが始まりました。市長の挨拶に続き、市より計画の概要につ
いて説明しました。なお、当日会場には市民の皆さんに理解を深めてもらうた
めに模型や提案書も掲示しました。

全体発表
WSの最後には、各グループの代表者が、それぞれのグループで出た意見の発表を行
い、全体で共有しました。

・音楽を聴きながら本を読んだり勉強したりする
・ｸﾗｳﾄﾞを活用してﾀﾌﾞﾚｯﾄで読書ができる
・新しい本､知識との出会い

・友人と話をしながら勉強会、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸがしたい
・会議室を、借りやすく。
・図書室､ｽｲｰﾂ､遊びそれぞれをつなぐ
ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭの存在
・地域との世代間交流、高齢者が集まれる
・時間つぶし､日向ぼっこ､居眠り

・ﾌﾘｰWi-Fi､充電ｺﾝｾﾝﾄ付きのテーブルが欲しい
・情報収集の際､多角的な見方､調べ方が
できるように ( 本､ﾈｯﾄ､ｾﾐﾅｰ等 )

・コーヒーブレイク　　　・子ども食堂
・インスタ映えスイーツ

・孫と折り紙

・勉強が集中できるような場所
・学校の帰りに勉強（友達と）

・学校の図書館ではなく､複合だからできるもの
・気軽に立ち寄れる
・縁側だけでも行ってみたい
・住民のオススメの本コーナー
・主婦が学生のときに読むべきだと思う本を紹介

・子どもとの思い出作り一緒に
・居座っている人がいると問題？
・町の景色が見えたらいい

・スイーツ食べまくる！　　　
・写真を撮りたい ( 映え）

・学生が子どもと一緒に遊んでくれる
・子どもとママが一対一ではない
・子ども＝ママではない空間

・雪を見ながら小説を読みたい
・自転車でやってきて重い全集を借りたい
・図書館の本の分野ごとにおしゃべり会をしたい
・本を参考にしながら定年後の人生を豊かに過ごし
たい

・地域の交流イベントを開催してほしい
・みんなの集える子供食堂がほしい
・本の感想が共有できる機会がほしい

・時間を忘れるくらいの一人の時間がほしい
・昼間はお母さんたちがゆっくりし､15 時くらい
からは子供たちがｱｸﾃｨﾌﾞに活動できる場所がいい
・居酒屋と本と私

・お菓子を食べてゆっくりした時間を過ごしたい
・ﾌｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞを設置してほしい

・ﾌﾟﾚﾘｰﾀﾞｰが子供を見守っていてほしい
・ダンスカンパニーの講演を開いてほしい

・くつろいで読書
・ゆっくり読書がしたい
・自分の興味ある事を調べたい
・図書館＝静と子供＝動が共有できる場所
・夢に向かって頑張るを支える空間 (勉強スペース )
・学校図書館との連携も忘れずに

・思いを深め発信できる場所
・多世代がお互いに温かく見守れる場所
・本の感想が共有できる機会がほしい

・深夜でも利用できる癒しの場所として活用したい
・音のすみわけ
・健康寿命を延ばすために定期的に訪れたい

・友人とおいしいスイーツを食べて話をしたい

・子供の好奇心 ( 知、動 ) が活きる場所
・子供を喜ばせたい
・外遊び場の確保を！

・知らないジャンルとの出会い
・靴を脱いで子どもと本を読む
・静かに本の世界に入りたい (閉じた場所が欲しい )

・シェアキッチンが欲しい
・以前､成田公民館で行われていた映画祭を復活
させてほしい
・絵本マルシェをしたい　・リサイクル本の活用
・現在の公民館の調理室を使った活動は
今後どうなるのか

・素敵な図書カードが欲しい
・音のすみわけ
・メンテナンスの費用が高くならないか心配

・本や物語とのつながりのあるスイーツがあると
いい

・何歳まで使えるのか
・遊具の安全面が心配

・お茶を飲みながら本を読む　・読書通帳
・マンガ等も読める図書館
・放課後の寄り道に入れる施設

・さんぽ　　　・子ども達と遊ぶ

・おすすめの本の評価会
・ばーちゃんの語り部
・市民活動の拠点となる場所にしたい

・本を借りること以外の目的にも訪れる場所にした
い
・自然を活かしたｽﾍﾟｰｽがほしい
・屋上でﾊｰﾌﾞとか野菜を育てたい

・ノワイエさんの生クリームが美味しい
かき氷もいちおし
・飲食の敷居が低い ( 料金､子連れ）
・アフタヌーンティーでゆっくりしたい
・スイーツの新商品開発

本　　スイーツ　  とみや時間と と
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第1回市民ワークショップでいただいた
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■開催概要
日時：2022年10月30日(日)
　　　　  16:00ｰ17:30
場所：　　成田公民館
参加者：　32名
趣旨：　　市民の皆さんに設計案を知ってもらい、意見交換する

■当日の流れ
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図書館①
・「これを借りた人は～な本を読んでいます」などの Amazon みた
いなリマインド機能

・複合施設なので難しいのではないか
・周りに影響されない場所、区切られたスペース

・過去に読んだ人のメモが見れる
・蔵書数が少ないためこれをクラウドで補えれば良いのではないか

・仕事帰りに本を受け取れていい
・泊まれる図書館

・音楽を聴きながらゆったりできるブース

・館内ラジオ　　　　　・大人の朗読会

・スイーツ作りが趣味な 20 代男性
・富谷市でスイーツ店を起業したい 32 歳男性
・アートと陸上が好きな女子中学生
・2児の母、転勤で富谷に引っ越してきた 28 歳女性

・社会人 1年目、富谷が好きな 22 歳男性
・ミニバスのコーチをしている 36 歳男性
・地域づくりに関心がある 45 歳男性
・子育て支援に興味がある 55 歳女性

・旧図書館をフレキシブルに使えるようにする
・現在、調理室が気軽に使いにくい
・子供食堂のための開かれた調理室

・絵本は表紙が見える並べ方にしてほしい
・読み聞かせの日（0 歳～ 3 歳）がある。平日午前だけでなく日曜も
してほしい
・絵本と学習本で分けて、夏休みの宿題ができるところがあると良い

・外に繋がる滑り台がほしい　　・雪遊びができると良い

・プレイリーダー（見守りの人）1階と 2階に 1人ずつ居てほしい

・本棚の間はベビーカーが通れる幅にしてほしい
・自動貸し出し機がほしい

・様々な世代や立場の人が共存することは難しいが、色々な
目的を持った人がそれぞれのことを尊重しながら活動を助
け合えるような施設を富谷市民みんなでつくりたい

・多少騒がしくしても、自由なことをしても、許し合えるよ
うな施設にしていきたい

・市内のスポーツクラブチーム小中高の部活の試合などの映
像を観れるような連携

・体育館側の黒い砂利の所をこどもの遊び場にしたい
・内だけではなく外にも席があってほしい

・月一回子供と一緒にスイーツイベント（製造体験・試食）
・調理室とスイーツ工房の合体

・絵本に出てくるスイーツの再現（ぐりとぐら・カラスのパン屋さん）

・夜静かな図書館でお酒を飲みながら本を読みたい

・カフェの店員さんと交流したい

・商品開発に必要な機材 ( 本格的なオーブン、和菓子用、洋菓子用の各設備）
を確保できるのか、またそれらを配置するだけの十分なスペースがあるのか
・パティシエさん同士の交流イベント

地域活動

設定人物像 設定人物像

設定人物像

設定人物像

設定人物像

設定人物像

スイーツ

親子

富谷市民図書館等複合施設　市民ワークショップ  

第2回　クローズアップ回

今回も子供から高齢者まで幅広い年代の方に参加していただき、ワークショッ
プ開始前から、中央の大テーブルに展示された大きな報告シートと模型の周り
で参加者と設計者の意見交換が行われました。市長の挨拶に続き、市より計画
の概要について説明しました。

本　　スイーツ　  とみや時間とと

・本はあまり読まない 21 歳女性
・富谷市民図書館で司書として働いている 32 歳男性
・日中ゆったりとした時間を過ごしたい 50 歳女性
・読書は好きだが、図書館に滞在するつもりはあま
りない 51 歳男性
・孫と遊ぶのが好きな 72 歳男性

・寝る前に本を読んでもらうのが好きな男の子
・放課後に保護者の帰りを待っている小学生
・外遊びが好きな未就学児をつれた 29 歳父親
・子育てが終わった、52 歳女性
・1児の母、こどもを図書館に通わせたい 38 歳女性

設計案の説明
前回に引き続き、宮城大学の佐々木先生のファシリテートのもと、まず設計チームから設
計案の説明が行われました。図書館、遊戯施設、スイーツステーション、公民館の4つの
施設が融合する複合施設であることを具体的に説明し、さらに、国内外の複合施設事例
の写真を使って具体的に紹介も行われました。

グループワーク
市民の方々に「本好きの60代
男性」などあらかじめ設定さ
れた人物になりきってもらい
討論を行いました。前回いた
だいた意見からいくつかの
キーワードをピックアップし、
それらについてグループワー
クを行いました。前回に比べ、
より具体的なアイディア、ご意
見をいただきました。

全体発表
WSの最後には、各テーブル
の代表者が、それぞれの場所
から意見の発表を行い、全体
で共有しました。設定人物に
なりきることでより客観的か
つ多角的な意見が発表され
たほか、発表グループの枠組
みを超えて、様々な意見をい
ただきました。

知らないｼﾞｬﾝﾙとの出会い
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・綺麗な光が入っていたり、外の景色がよく見えたりする映える
学習スペース

・メーカースペースで創作したり、自分で作ったものを販売できる
空間があると、やりたいことや夢が広がるのではないか

・栄養士さんと話せる ( 専門的に悩み相談できる )

・栄養士監修のスイーツを作って売る

・タダで友達とお話しできるスペースあったら良い

・学校内で図書館の蔵書を調べられたら良い

ヤングアダルト
・富谷高校に入学したい女子中学生
・部活が休みだったので勉強しに来た 17 歳男子高生
・家だと勉強出来ないので勉強しに来た女子高生
・メーカースペースを利用しに来た 16 歳男子高生

放課後の寄り道に入れる施設

夢に向かって頑張るを支える空間

悩みを相談できる空間

スイーツ

友達とおしゃべり

学校図書館との連携

本や物語とのつながりのあるスイーツ

居酒屋と本と私

コーヒーブレイク

スイーツで起業

夜間利用

時間つぶし､日向ぼっこ､居眠り

読書会・お喋り会

図書館②

・静と動の両方が許される場がある
・母子分離で母も子も充実できる時間
・遊戯施設で見守る人をボランティアにすることで子供が好きな人
が見守ることができるのではないか
・せっかく遊戯施設があるのでうるさいという苦情が来なくてもい
い空間づくり、制度を作る

・市民の人々が本を持ち寄れるコーナーが欲しい
・本を通して、人と間接的に文字を通して会う

・音楽、匂い、コーヒーのある場所で読書

・遊戯施設で見守る人をボランティアにすることで子供が好きな人
が見守ることができるのではないか

・音に対する要望は人によって様々ですべてを
　クリアすることは難しい
・新しい施設はおしゃべり可能で公民館は静かなスペース
・図書館全体を静かにしなくてもいいが、静かな部分もほしい

・読書が好きで自分で小説を書きたい女子中学生
・転勤で引っ越してきた 34 歳主婦
・平日は仕事が終わるのが遅いので
　週末に利用している 30 代男性
・受験を控えている中学生の二児の母親
・数年前から県図書館に通っていた 80 歳男性

新しい本､知識との出会い

お茶を飲みながら読書

安心して遊べる空間

音のすみわけ

図書館(＝静)と子供(＝動)が共有できる場所

第2回市民ワークショップでいただいた
様々な意見をまとめました

■開催概要
日時：2022年12月３日(土)
　　　　  14:00ｰ15:30
場所：　　成田公民館
参加者：　26名
趣旨：　　前回いただいた意見をもとに設計案をクローズアップし、議論を深める

■当日の流れ


